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と課題テーマの種類の3次の交互作用において傾向が見出された(F(3,288)=2.296,p

<.10;F(9,288)=2.375,p<.10)。描画・書字課題では描画が書字よりも高い発達水準の

産出が見出され，また，描画課題における年齢差が有意であったが，書字課題では傾向が

見られたのみであった(F(3,288)=20.643,p<.005;F(3,288)=2.370,p<.10)。これら

の結果は年齢の増加にともなって描画は高次の発達水準へ発展していくのに対して，書字

ではそのような傾向が見られないことを示している｡描画課題では4歳群が他の3歳群と，

3-6歳群が3歳群ならびに2－6歳群と，3歳群は2－6歳群と有意な差がえられた(Ryan法，

p<.05)。また，課題テーマの種類に関する下位検定では人物の母において果物野菜よりも

有意に高い発達水準の描画が見出された(Ryan法,p<.05)。ただし，人物赤ちやんは母

との間に有意な差がなく，また，果物野菜との間にも差が見られなかった。この結果は人

物，特に課題テーマ母が果物野菜よりも早く発達することを示しており，課題テーマによ

って発達速度に違いがあることを明らかにしている。このような結果は統計的に描画・書

字課題と課題テーマの種類の交互作用に傾向が見られることや下位検定における描画の課

題テーマの種類に有意な差が見られたこと(F(3,156)=4.736,p<｡01)からも支持される。

書字では4つの課題テーマ以外に対象児の名前の書字も求めたが,Figurelからわかるよ

うに，名前は他の書字よりも発達が早かった。統計検定では4歳群における課題テーマで

有意な差がえられた(F(4,52)=5.856,p<.01)。さらに，下位検定では名前と果物野菜な

らびに赤ちやんの間に有意な差がえられた(Ryan法,p<.05)。名前と母の間には差が見

られなかった。

（2）産出課題における知識の分析

描画と書字課題における知識を分析するために，ここでは描画課題の果物野菜では色・

形・塗り・へた・ぶつぶつ（へた・ぶつぶつはトマトとみかんで描かれた特徴である）を，

人物の母子では大きさの違いを形式的知覚的な知識として取り上げた。これらの知識が見

られた人数の％についての結果をThble3に示す｡Thbleでは課題テーマによる違いが果物

野菜で見られなかったので，両者を込みにして結果を算出した。Table3から両テーマで年

齢にともなって知識が増加する傾向が窺われる。また，年少の2．6歳群や3歳群でもわず

かながらそれぞれの対象に関する知識が示された。特に，2－6歳から3－6歳では人物の大小

に関する知識が色・形などの知識よりもやや早く発達した。傾向検定では人物画で年齢に

ともなう有意な増加が示され，また，果物野菜では傾向がえられた(r=1,p<.05;r=.8,p

<.10;x2=5.228,df=3,．05<p<.10;X"=9.289,df=3,p<.05)。
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的知識における読みの始点の理解は年少幼児では低率にとどまり，年長幼児に達して後に

増加することが明らかになった。また，絵本課題のこれらの4側面については発達的に異

なる3様相が見出された。また，課題間の相関に関する結果では年長幼児において絵本課

題の総得点と読字数．書字数との間に有意な偏相関が見出されたが，年少幼児では認めら

れなかった。絵本課題の知識内容による項目別に年齢を一定にした偏相関を求めたところ，

ひらがなと文字知識（質問項目2）ならびに文字読みの手続き的知識（質問項目3～8）

との間に有意な偏相関がえられた。同様に，カタカナと文字知識との間書字総得点と文

字知識ならびに文字読みの手続き的知識との間に有意または傾向が見出された。絵本課題

のなかの文字知識と文字読みの手続き的知識がひらがな読字とカタカナ読字ならびに書字

と強く相関していることが判明した。これらの結果は絵本における表記知識，特に文字読

みの手続き的知識と文字知識が文字の習得と密接に関連していることを示唆している。今

後は文字習得とこれらの知識の関連性を詳しく分析し，絵本読みが先行するのか，あるい

は，文字の習得が先行するのかを解明することが求められている。

2肢選択分類課題では表記知識の諸特徴を取り上げて，それらの理解を発達的に検討した。

結果はこれらの諸特徴のなかで，大別した3種類の特徴が異なった発達的様相を示し，そ

れぞれに応じた3段階の発達が認められた。先ず形式的知覚的特性として文字とそれ以外

のスクリブル。文字様描線・絵の区別が4歳児で可能となり，次いで線形性。文字間隔・

文字数・文字・数字組み合わせ・多様性・上下・逆などの要素的特徴が5歳代で，最後に

綴りの特徴に関する知識理解が6歳で開始されることが明らかになった。なお，2肢選択

分類課題と読字・書字課題との偏相関は有意でなかったが，年齢別にこれらの3種類の表

記知識との相関を見たところ，上記の年齢に該当する表記知識との有意な相関が見出され

た。2肢選択分類課題から子どもが文字表記を獲得していく段階に応じて知識理解が進展

することが認められた。これらの表記の特徴と読字・書字の関連を見たところ，4歳では読

字・ひらがなと綴りの特徴との間に，5歳では読字・ひらがなと要素的特徴との間に，6歳

では読字・ひらがなと綴りの特徴との間に偏相関が有意または傾向がえられた。読字数は

年齢段階に応じてこれらの表記知識と関連していることが見出された。

本研究では表記知識の特徴として3特徴を取り上げたが，今後，年齢を下げて，年少幼

児における表記知識を研究して発達初期における表記知識の成立過程を解明する必要があ

るだろう。また，年長幼児から就学児における正書法の成立過程に関しても詳しく分析す

ることが期待されている。
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